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①①①①研究目的研究目的研究目的研究目的 

地盤は堆積してから長期間経過すると、次第に過圧密的な性質を有するようになる。また、砂

地盤の液状化対策として、過圧密履歴を利用するものがある。このように地盤に与える過圧密の

影響を研究することは重要である。筆者らは、過圧密を利用した液状化対策工法として、載荷盛

土および地下水位低下工法を想定し、液状化強度に与える過圧密効果について実験的研究を実施

し、現在までに次のことが明らかになっている。すなわち、載荷盛土工法による方が地下水位低

下工法によるよりも液状化強度を増加させる効果、いわゆる過圧密効果が大きい可能性があるこ

と、両工法による液状化強度増加は、過圧密比とＫ0値を用いて定式化できること等が明らかに

なっている。このような結果を踏まえ、本研究では、①両工法が併用された場合、②過圧密履歴

を長期間受けた場合を想定し、それぞれの条件下での砂地盤におけるＫ0値の挙動および液状化

強度の増加傾向を明らかにすることを目的とする。①については、工法適用の順序や、それぞれ

の工法による過圧密比の値を、例えば１：２または２：３といったように変化させる等の条件で

実験することとする。また、②については、過圧密履歴時の中で、最も大きな鉛直有効応力を受

けた時点と鉛直有効応力を減少させ終わった時点のそれぞれから長期間経過することによる影

響について実験を実施する。 

 

②②②②学術的学術的学術的学術的なななな特色特色特色特色 

過圧密履歴を受けた砂の液状化強度は、過圧密比のｎ乗に比例して増加することが知られてい

る。この場合、従来の研究では等方応力または異方応力状態で過圧密履歴が与えられているため、

鉛直方向でも水平方向でも過圧密時における最大応力と最小応力の比、すなわち過圧密比は同一

の値であった。しかしながら、載荷盛土工法を適用された地盤では、Ｋ0圧密条件下で過圧密さ

れることによってＫ0値が増加するため、鉛直方向と水平方向の応力の比は、通常、過圧密前後

において異なる。そこで、筆者らは、繰返し中空ねじり試験装置を用いて、載荷盛土工法を水平



  

地盤に適用した場合を想定し、過圧密時での有効応力の挙動および過圧密による液状化強度増加

を調べた。その結果、このような条件下での液状化強度に与える過圧密効果は、Ｋ0値、すなわ

ち有効拘束圧増加の効果と純粋な過圧密の効果からなることが明らかになった。純粋な過圧密の

効果は、過圧密するための最大および最小鉛直有効応力の作用時における平均有効応力で求めた

過圧密比で表される。一方、地下水位低下工法を受けた場合は、過圧密時にほとんど等方的な応

力変化が生じるため、従来の研究結果と同様の結論を得ている。このような学術的特色を背景と

して、本研究では、地盤において発揮される過圧密効果をより正確に再現するため、２つの工法

が併用された場合とともに、長期間の過圧密履歴を受けた場合について注目する。 

 

③③③③本研究本研究本研究本研究のののの位置位置位置位置づけづけづけづけ     

過圧密履歴を受けた砂質試料の液状化強度特性については多くの研究があり、この効果を表

すｎの値は、豊浦砂のような粒形の揃った試料では０．２５、粒度が良い試料では０．５０と

なるように、試料の粒度等によって変化することが明らかとなっている。しかしながら、過圧

密履歴が地盤に適用される場合の応力状態を再現して、液状化強度に与える過圧密効果を調べ

る研究は実施されてこなかった。本研究はこの点に注目したもので、この分野の先駆的研究と

言える。もし、従来の研究結果のみを、例えば液状化対策として考慮するならば、Ｋ0 値によ

る効果を無視し、純粋な過圧密による効果も正確には把握できず、液状化強度の評価を誤るこ

とになる。さらに、長期圧密を考慮した研究は正規圧密状態でのその効果に関してこれまで実

施されており、２ヶ月程度まで長期圧密されることにより過圧密比２程度の過圧密履歴を受け

た状態と類似した液状化強度特性を有するようになることが明らかになっている。しかしなが

ら、過圧密状態で長期圧密された場合の液状化強度特性については未だ研究がなされていない

のが現状である。 
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 直接経費 間接経費 計 

平成 16年度 １，１００ 0 １，１００ 
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第第第第 3333章章章章    KKKK0000圧密圧密圧密圧密によるによるによるによる KKKK0000値値値値のののの挙動挙動挙動挙動     

3333－－－－1111    目的目的目的目的     

3333－－－－2222    概要概要概要概要     

3333－－－－3333    KKKK0000値値値値のののの挙動挙動挙動挙動    

    3333－－－－3333－－－－1111    軸圧制御軸圧制御軸圧制御軸圧制御およびおよびおよびおよび背圧制御背圧制御背圧制御背圧制御によるによるによるによる KKKK0000圧密圧密圧密圧密    

    3333－－－－3333－－－－2222    二二二二つのつのつのつの工法工法工法工法をををを組組組組みみみみ合合合合わせたわせたわせたわせた場合場合場合場合のののの KKKK0000圧密圧密圧密圧密     

        3333－－－－3333－－－－3333    応力比応力比応力比応力比をををを変変変変えてえてえてえて組組組組みみみみ合合合合わせたわせたわせたわせた場合場合場合場合のののの KKKK0000値値値値のののの挙動挙動挙動挙動    

3333－－－－4444    まとめまとめまとめまとめ     
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第第第第 4444章章章章    KKKK0000圧密圧密圧密圧密によりによりによりにより過圧密過圧密過圧密過圧密履歴履歴履歴履歴をををを受受受受けたけたけたけた砂砂砂砂のののの液状化液状化液状化液状化試験試験試験試験     

4444－－－－1111    目的目的目的目的     

4444－－－－2222    概要概要概要概要     

4444－－－－3333    液状化強度液状化強度液状化強度液状化強度にににに与与与与えるえるえるえる過圧密過圧密過圧密過圧密効果効果効果効果についてについてについてについて    

4444－－－－3333－－－－1111    軸圧制御軸圧制御軸圧制御軸圧制御、、、、背圧制御背圧制御背圧制御背圧制御におけるにおけるにおけるにおける繰返繰返繰返繰返しししし試験結果試験結果試験結果試験結果     

4444－－－－3333－－－－2222    組組組組みみみみ合合合合わせたわせたわせたわせた場合場合場合場合におけるにおけるにおけるにおける繰返繰返繰返繰返しししし試験結果試験結果試験結果試験結果     

4444－－－－4444    まとめまとめまとめまとめ     

    

第第第第5555章章章章        KKKK0000圧密圧密圧密圧密によりによりによりにより長期圧密履歴長期圧密履歴長期圧密履歴長期圧密履歴をををを受受受受けたけたけたけた砂砂砂砂のののの液状化試験液状化試験液状化試験液状化試験     

5555－－－－1111    目的目的目的目的     

5555－－－－2222    概要概要概要概要     

5555－－－－3333    液状化強度液状化強度液状化強度液状化強度にににに与与与与えるえるえるえる長期圧密効果長期圧密効果長期圧密効果長期圧密効果についてについてについてについて    

    5555－－－－3333－－－－1111    常陸那珂埋立砂常陸那珂埋立砂常陸那珂埋立砂常陸那珂埋立砂のののの試験試験試験試験についてについてについてについて    

    5555－－－－3333－－－－2222    豊浦砂豊浦砂豊浦砂豊浦砂のののの試験試験試験試験についてについてについてについて     

5555－－－－4444    まとめまとめまとめまとめ     

    

第第第第6666章章章章   KKKK0000圧密圧密圧密圧密によりによりによりにより過圧密履歴過圧密履歴過圧密履歴過圧密履歴をををを受受受受けたけたけたけた砂砂砂砂のののの液状化強液状化強液状化強液状化強度度度度増加率増加率増加率増加率のののの比較比較比較比較 

6666－－－－1111    目的目的目的目的     

6666－－－－2222    概要概要概要概要     

6666－－－－3333    算定方法算定方法算定方法算定方法     

6666－－－－4444    液状化強度増加率液状化強度増加率液状化強度増加率液状化強度増加率のののの比較比較比較比較     

6666－－－－5555    まとめまとめまとめまとめ     

    

第第第第 7777章章章章    KKKK0000圧密圧密圧密圧密によりによりによりにより長期圧密履歴長期圧密履歴長期圧密履歴長期圧密履歴をををを受受受受けたけたけたけた砂砂砂砂のののの液状化強度増加率液状化強度増加率液状化強度増加率液状化強度増加率    

    7777－－－－1111    目的目的目的目的     

    7777－－－－2222    概要概要概要概要     

    7777－－－－3333    長期圧密履歴長期圧密履歴長期圧密履歴長期圧密履歴がががが液状化強度増加液状化強度増加液状化強度増加液状化強度増加率率率率にににに与与与与えるえるえるえる影響影響影響影響のののの比較比較比較比較    

        7777－－－－3333－－－－1111    常陸那珂埋立砂常陸那珂埋立砂常陸那珂埋立砂常陸那珂埋立砂のののの試験試験試験試験についてについてについてについて    

        7777－－－－3333－－－－2222    豊浦砂豊浦砂豊浦砂豊浦砂のののの試験試験試験試験についてについてについてについて     

    7777－－－－4444    まとめまとめまとめまとめ     

    

第第第第 8888章章章章    結論結論結論結論     

8888－－－－1111    KKKK0000圧密圧密圧密圧密によるによるによるによる KKKK0000値値値値のののの挙動挙動挙動挙動     

8888－－－－2222    KKKK0000圧密圧密圧密圧密によりによりによりにより過圧密履歴過圧密履歴過圧密履歴過圧密履歴をををを受受受受けたけたけたけた砂砂砂砂のののの液状化試験液状化試験液状化試験液状化試験     

8888－－－－3333    等方圧密等方圧密等方圧密等方圧密およびおよびおよびおよび KKKK0000圧密圧密圧密圧密によりによりによりにより長期圧密履歴長期圧密履歴長期圧密履歴長期圧密履歴をををを受受受受けたけたけたけた砂砂砂砂のののの液状化試験液状化試験液状化試験液状化試験    

8888－－－－4444    KKKK0000圧密圧密圧密圧密によりによりによりにより過圧密履歴過圧密履歴過圧密履歴過圧密履歴をををを受受受受けたけたけたけた砂砂砂砂のののの液状化強度増加率液状化強度増加率液状化強度増加率液状化強度増加率のののの比較比較比較比較 

8888－－－－5555    等方圧密等方圧密等方圧密等方圧密およびおよびおよびおよび KKKK0000圧密圧密圧密圧密によりによりによりにより長期圧密履歴長期圧密履歴長期圧密履歴長期圧密履歴をををを受受受受けたけたけたけた砂砂砂砂のののの液状化強度増加率液状化強度増加率液状化強度増加率液状化強度増加率     
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